
高松公民館利用団体の会員募集のお知らせ 

 
 

 

二
十
歳
に
な
る
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
！ 

一
喜
一
憂
し
た
同
級
生
に
久
し
ぶ
り
に
会
い
、
仲
間 

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

い
つ
か
語
り
合
っ
た
理
想
に
、
い
つ
か
夢
見
た
未
来 

に
、
少
し
近
づ
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。 

明
日
の
正
義
は
自
分
し
だ
い
、
思
い
描
くH

E
R

O
 

に
な
る
た
め
頑
張
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ヨ
シ
タ
ケ 

鹿
嶋
市
二
十
歳
の
つ
ど
い 

 

晴
れ
て
、
二
十
歳
を
迎
え 

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

成
人
式
で
久
し
ぶ
り
に
中
学 

校
の
友
人
と
会
い
、
み
ん
な 

大
人
に
な
っ
た
な
と
感
じ
た 

と
と
も
に
、
自
分
も
社
会
人 

と
し
て
、
し
っ
か
り
と
頑
張 

ら
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思 

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
い 

ろ
い
ろ
な
困
難
に
当
た
る
こ 

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、 

折
れ
る
こ
と
な
く
自
分
の
人 

生
を
全
力
で
楽
し
ん
で
い
こ 

う
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

シ
ョ
ウ
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≪ 松 味 会 ≫（料理クラブ） 

≪ 木滝あんば囃子 ≫ ≪ 木 も れ び ≫ ≪ 高松着付けクラブ ≫ 

≪ 健康太極はまゆう≫（太極拳） 

「絵手紙」かいてみませんか？ 
手紙をかくときちょっとだけ 

絵を添えてみる… 

【日 時】 毎月第２火曜日 

    10:00～12:00 

【会 費】 ５００円（材料費含む） 
【問合せ】 丸井 よしえ(講師) 

    ☎ 090-2052-2344 

 先ずは見学にいらしてください！ 初心者の方大歓迎です！ 

【日 時】 毎月第１・３火曜日 

    10:00～12:00 

【問合せ】 根本 雅子(会長) 

    ☎ 090-2740-7307 

【指導員】 大川 須恵子 

【日 時】 毎月第３木曜日 9:30～13:00 

【会 費】 １０００円程度（材料費含む） 

【問合せ】 (代表)田川 美代子 

     ☎ 0479-46-0671 

 

    楽しくクッキングしませんか？  

【日 時】 毎月第２火曜日 

    19:00～20:00 

【問合せ】 加藤 裕子 

     ☎ 090-5515-3967 

ぜひ、お仲間になりませんか？ 

どなたでも参加できます！ 

【日 時】 毎週土曜日 13:30～15:30 

【会 費】 無料 

【問合せ】 打田 啓次 

     ☎ 82-0290 

腹式呼吸で代謝向上！ 

体幹強化で基礎体力向上！ 

～ 

編
集
後
記 

～ 

 

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
制
限
が
解
除
さ
れ
、
公
民
館

イ
ベ
ン
ト
も
満
足
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
広
報
記
録
部
と
し

て
も
皆
さ
ん
の
真
剣
な
姿
や
楽
し
ん

で
い
る
姿
を
出
来
る
だ
け
広
報
紙
に

記
録
す
る
よ
う
試
み
た
次
第
で
す
。

次
年
度
は
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
委
員

が
編
成
さ
れ
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
新
た
な
風
で
さ
ら
に
高
松
地
区

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ご
参
加
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

信
楽
） 

令和6年 

3月1日 

 

令
和
六
年
一
月
七
日
の
日
曜
日
、
カ
シ
マ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で 

「
令
和
五
年
度
鹿
嶋
市
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

高
松
地
区
出
身
の
皆
さ
ん
も
友
達
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
笑
顔
で 

喜
び
合
う
姿
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
記
念
撮
影
す
る
姿
が
み
ら
れ
ま 

し
た
。
式
典
後
に
は
地
元
の
居
酒
屋
で
同
窓
会
が
行
わ
れ
、
大
変
盛 

り
上
が
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

高
松
地
区
で
育
っ
た
二
十
歳
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
後
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

(

野
口
記
者
） 



一
月
十
三
日 

高
松
か
る
た
大
会

 

 
新
春
恒
例
の
「
高
松
か
る
た
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
高
松
か
る
た
は
、
郷
土
の
貴
重
な
伝
統
と
歴
史
を
後
世
に 

語
り
継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
昭
和
六
十
年
に
市
内
他
地
区 

に
先
駆
け
て
作
ら
れ
、
以
来
毎
年
新
年
に
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

大
会
で
は
、
幼
児
・
小
学
生
（
低
学
年
・
高
学
年
）
・
シ 

ニ
ア
の
部
、
総
勢
六
十
名
の
方
に
ご
参
加
頂
き
、
和
気
あ
い 

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
に
も
取
得
枚
数
同
数
の
延
長
戦
な 

ど
も
あ
り
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
子
ど
も
会
育
成
会
・
高
松
幼
稚
園
・ 

佐
田
保
育
園
・
高
松
小
学
校
の
関
係
者
の
皆
様
、
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
・
関
係
者
に
と
っ
て
改
め
て
地
域
の
身
近
な
伝
承 

と
触
れ
合
う
と
て
も
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

今
村
記
者
） 

タコ先生 

 

一
月
二
十
七
日
（
土
） 

 

凧
作
り
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。 

例
年
は
凧
の
作
成
だ
け
で
し
た
が
、 

今
年
度
は
昼
食
に
カ
レ
ー
を
食
べ
て
、 

午
後
か
ら
凧
あ
げ
を
実
施
と
い
う
内 

容
に
し
ま
し
た
。 

 

カ
レ
ー
は
好
評
で
み
ん
な
競
う
よ 

う
に
お
代
わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

凧
を
上
げ
る
に
は
風
が
弱
か
っ
た 

の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
広
い
グ 

ラ
ウ
ン
ド
を
駆
け
回
っ
て
凧
あ
げ
を 

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

 ２月１７日(土)高松公民館で『Dr.ナダレン 

ジャーの自然災害実験教室』を開催しました。 

 Dr.ナダレンジャーこと納口泰明博士が助手の 

ナダレンコとともに突風、落石、雪崩、地震、 

液状化現象など、本当は怖い災害をミニチュア 

で分かりやすく楽しく見せてくれました。見る 

だけではなく、子どもたちも実験に参加するこ 

とができたので、最後までサイエンスショーに 

魅了されていました。 

 12月３日(日)「ボッチャ」の大会が、高松小中学校 

体育館で開かれ、高松地区の約70人が参加しました。 

参加者たちは、チームで作戦を練ったり、声援を送っ 

たり、楽しみながらプレーしていました。 
 

 ※「ボッチャ」はパラリンピックの正式競技の一つで、 

  白いボールに赤と青のボールをどれだけ近づけられる 

  かを競います。 



 1月14日(日)～16日(火) 1年生は 

自然体験学習（スキー学習）に行って 

きました。 

 1日目、生徒たちは、転び方と起き 

上がり方、方向転換の仕方などの基本 

練習をしました。 

 2日目、練習を重ねていくうちにリ 

フトの乗り降りに慣れ、なだらかな斜 

面を滑ることが出来るようになりまし 

た。1日中ゲレンデで過ごした夜は、 

みんなぐっすり眠っていました。 

 3日目、2時間程度の学習でしたが、 

生徒たちは、斜面の上から滑り降りる 

ことが出来るまでに上達していました。 

 3日間を通して自然の厳しさと偉大 

            さを体験し、またウィンター 

                        スポーツの魅力に 

          ふれることが出来 

                          ました。 

 3年生は高校入試も終わり、3月11日に卒業式を迎えます。 

これまでの学校生活を振り返ると様々な行事や活動を通して大きく成長しました。 

地域の方々と行ったあんば囃子、アーティストMAROさんとの出会い。 

総体や陸上、駅伝、文化祭でのダンスや合唱など、それぞれに、 

たくさんの思い出をもって卒業していくことと思います。 

今日までお力添えいただき、ありがとうございました。 

これからも、未来を担う子ども達を引き続きよろしくお願いいたします。 

3年生 

1年生 

          12月14日(木)に校内持久走大会が行われました。 

本年度より校舎が移転したため、昨年度までとはコースが異なり、粟生 

地区の住宅街を走りました。当日は、家族や高松幼稚園や地域の皆さん 

からの声援を背に全力で走り切り、ゴールした姿には満足した表情が表 

れていました。地域の皆さんには、道路の使用に際しご協力いただき、 

ありがとうございました。 

持久走大会  

         卒業にあたって（6年生一同） 

 もうすぐ高松小学校を卒業します。小学校生活を思い返すとあっという 

間に感じます。わたしたちはこの6年間を通して成長してきました。この 

クラスには、だれかが困っているときに助けてくれる人が多くいます。ま 

た、男女関係なく仲が良いので、休み時間も一緒に遊びます。卒業したら 

別の中学に進学し、離れてしまう友達がいて、寂しい気持ちもありますが、 

いつまでも高松小学校で過ごしたこのメンバーを忘れずにいたいです。 

2年生 

4年生 

5年生 

6年生 

大
谷
翔
平
グ
ロ
ー
ブ
届
き
ま
し
た
！ 

6年女子 

6年男子 

≪ 幼 少 中 連 携 版 ≫ 



『東日本大震災 ３．１１』から１３年 

 元旦の夕方、携帯のアラームが鳴り、家の中に吊るしてあった洗 

濯ハンガーが揺れ始めたので、慌ててテレビをつけたら、能登半島 

が震源という…「あんな遠いところの地震が鹿嶋まで揺れるなんて、 

とんでもない大きな地震だわ！」と思ったら、実際そうなってしま 

いました。 

 毎日流れる映像を、他人事ではない様な気持ちで見ていた方も多 

かったのではないでしょうか。「東日本大震災3.11」では、それぞ 

れ皆さん大変な苦労をされましたから。 

 高松地区は高松公民館と高松中学校体育館が避難所となり、当時主事だった私は避難所の運営にかかわり 

ました。トイレのこと、体育館の寒さ、大型店は全て閉まって、何も手に入らなくなってしまった事、本当 

に困りました。近くの区長さん方がすぐにお米を持って来てくださったのを始め、その後も有難い支援がた 

                                                   くさん有りました。 

                                                  3.11から今年で13年経ちました。3.11後しばらくは車のガソリン 

                 をこまめに入れるなど、気を付けていた事など忘れがちになっていま 

                 したが、能登半島地震で改めて災害への備えの必要を感じました。 

                  高松地区も、全国と同じく高齢化がさらに進む事でしょう。実際ま 

                                                   わりを見ても高齢化を感じます。普段からご近所どうしで気にかけ、 

                                                   お互い見守りすることが大切になってくるのではと考えます。そして、 

                                                   いざという時は助け合うことができる地区になると良いなと、高齢者 

                                                   の仲間入りをした私は、勝手に期待します。      （駒田記者） 

 今年、数年ぶりで地域の方々との交流 

として、お茶っこ会に参加させていただ 

きました。年中・年長の子ども達が参加 

し、地域の集落センターで遊戯や歌をご 

披露しました。発表の後には、一緒に手 

あそびを行いました。地域の方々の温か 

いまなざしと優しい声掛け 

に、緊張していた子ども 

達も、すっかりいい気 

分になったようです。 

最後は、名残惜しそ 

うに、「また来年来る 

ね！」と手を振っていま 

した。地域の皆様、本当に 

ありがとうございました。 

 お正月に先立って、みんなでおもち 

つき会を行いました。餅米がだんだん 

お餅に変化していく様を体験させたいと、 

あらかじめボールでこねたお餅を臼に移し、 

 杵を使ってみんなでついていきました。ねじりはちまき 

 で颯爽と杵を振り上げ「ヨイショ！」と声を合わせます。 

 一足早いお正月気分を味わうことができました。 

   できたお餅は、みんなで丸めて鏡餅にして飾りました。 

 今年も楽しみに子ども劇場を開催しました。 

合奏、遊戯、演劇などの発表を、それぞれの年齢 

に応じて、元気に表現しました。保護者の皆様 

に応援に来ていただき、たくさんの笑顔と大き 

な拍手の中、一人一人が堂々と最後まで自分の 

役割をやり遂げるこ 

とができました。 

子ども達にとっても、 

園にとっても大切な 

思い出が、また一つ 

心に刻まれました。 

12月６日(水)

12月20日(水）

1月23日(火) 

 2月2日(金) 
 「        「鬼は外！福は内！」子ど 

        も達の大きな声が園庭に響き 

        ます。鬼役をお互いに交替し 

        ながら節分の行事を味わいま 

        した。年に一度の節分は、普 

        段あまり大きな声を出さない 

        控えめな子も、お腹の底から 

 声を出し、自分の中の弱い鬼を追い払います。 

 突然現れた本物の？鬼に驚く子もいましたが、 

 最後は優しくなった鬼さんと記念撮影をして 

 楽しい豆まきは終わりました。 

◀小学生になっても幼稚園に遊びにきてね！ 

≪ 幼 少 中 連 携 版 ≫ 

ヨイショッ！ 

№７ 
   今回のたかまつびとは、下塙にお住いの前田竜甫さんをご紹介します。 

  前田さんは１９９６年に高松地区粟生で生まれ、高松小中学校出身で高校を卒業後、地元企業で働きな 

      がらボランティア活動をされています。 

Q：どのようなボランティア活動をされていますか？ 

A：鹿嶋市青少年育成市民会議推進委員として、少年の主張、夏休み家族絵画・ふれあい標語の運営や、高 

     校生会の指導員をしています。その他、高松公民館でも活動している「NPO法人あっとホームたかまつ」 

     のボランティアにも参加しています。 

Q：高校生会の指導員とはどのような事をしているのですか？ 

A：高校生会は高校生主体で活動内容を考えボランティア活動をしているので、そのアドバイスやサポート 

     をしています。 

Q：どのようなきっかけでボランティアをはじめたのですか？ 

A：もともと人のために活動するのが好きで、中高の時には生徒会長をやっていました。高校生の時に先生 

     から高校生会に参加しないかと誘われたのがボランティアを始めるきっかけとなりいまに至っています。 

                        Q：「高松」をどう思いますか？ 

                    A：人が優しくて温かいです。勤務先の上司は同じ高松地区と 

                      いうことで、とても良くしていただいています。 

                        地元に住んでいると、子どもの頃を知っている方が声をか 

                      けてくれたりとてもフレンドリーにせっしてくれます。 

                                                        Q：今後の目標は？ 

                                                        A：これからもっと楽しい事をやっていきたいです。今の活動 

                       を継続して、高松地区を含めて鹿嶋市を、盛り上げていき 

                                                                 たいです。 

前田さんと高校生会の生徒さん 


